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2広報せきかわ　2026・７月号

　

６
月
21
日
、
記
念
す
べ
き
第
50

回
と
な
る
関
川
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
ゲ
ス
ト

ラ
ン
ナ
ー
に
、
東
京
世
界
陸
上
金

メ
ダ
リ
ス
ト
の
谷
口
浩
美
さ
ん
、

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

男
子
マ
ラ
ソ
ン
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の

永
田
務
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
20
日
に
は
、
谷
口
浩
美

さ
ん
に
よ
る
﹁
転
ん
で
も
踏
ま
れ
て

も
立
ち
上
が
れ
！
﹂
と
題
し
た
講
演

会
が
村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
関
川
マ
ラ
ソ
ン
50
回

目
を
記
念
し
た
講
演
会
で
、
１
３

５
名
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
位
及
び
、
村
民
で
８
位
入
賞
。

部
門
下
の
数
字
は
エ
ン
ト
リ
ー
数
。

◆
３
㎞
男
子

小
学
生(

37)
①
瀧
口
凌
央(

山
形
県)

③
横
山
諒(
打
上)

中
学
生(

47)

①
佐
久
間
悠
元(
村
上
市)

③
渡
辺
大
悟(

上
関)

高
校
生
以
上
一
般(

61)

①
渡
邉
勇
和(

上
関)

◆
３
㎞
女
子

小
学
生(

25)

①
武
井
小
春(

群
馬
県)

⑥
伊
藤
環(

久
保)

⑧
平
田
心
穏(

下
関)

中
学
生(

11)

①
朝
日
瑞
稀(

上
越
市)

②
渡
辺
凜(

大
島)

④
池
田
珠
鈴(

下
川
口)

⑥
安
城
凪
紗(

下
関)

⑦
田
村
絢
葉(

下
土
沢)

⑧
岡
田
可
憐(

下
関)

高
校
生
以
上
一
般(

51)

①
桶
田
真
喜
子(

茨
城
県)

◆
12
㎞
男
子

高
校
生
〜
29
歳
以
下(

36)

①
武
井
湧
平(

長
野
県)

③
須
貝
來
翔(

上
関)

⑤
渡
辺
幸
輝(

大
島)

30
歳
〜
39
歳
以
下(

55)

①
熊
倉
貴
広(

新
潟
市)

40
〜
49
歳
以
下(

95)

①
猪
俣
弘
太(

長
岡
市)

⑥
渡
邉
一
成(

沢)

50
〜
59
歳
以
下(

99)

①
竹
田
匡
志(

糸
魚
川
市)

60
歳
〜
69
歳
以
下(

84)

①
土
屋
正
幸(

佐
渡
市)

70
歳
以
上(

53)
①
塚
田
義
一(

糸
魚
川
市)

◆
12
㎞
女
子

高
校
生
〜
29
歳
以
下(

16)

①
太
田
華
乃(
新
潟
市)

30
〜
39
歳
以
下(
13)

①
村
井
な
つ
み(

新
潟
市)

40
〜
49
歳
以
下(

37)

①
佐
藤
紀
美(

新
発
田
市)

50
〜
59
歳
以
下(

52)

①
加
藤
ゆ
り
子(

新
潟
市)

60
歳
以
上(

43)

①
東
海
林
直
美(

村
上
市)

◆
ハ
ー
フ
男
子

高
校
生
〜
29
歳
以
下(

39)

①
土
田
頼(

村
上
市)

30
〜
39
歳
以
下(

90)

①
荒
木
祐
哉(

新
発
田
市)

②
平
田
達
哉(

平
内
新)

40
〜
49
歳
以
下(

195)

①
平
田
武
史(

辰
田
新)

50
〜
59
歳
以
下(

199)

①
渡
辺
淳
一(

新
潟
市)

60
〜
69
歳
以
下(

110)

①
村
田
洋
一(

小
千
谷
市)

70
歳
以
上(

36)

①
永
井
恒(

静
岡
県)

◆
ハ
ー
フ
女
子

高
校
生
〜
29
歳
以
下(

６)

①
中
内
風
花(

新
潟
市)

30
〜
39
歳
以
下(

15)

①
中
村
圭
那(

新
潟
市)

40
〜
49
歳
以
下(

25)

①
渡
辺
美
紀(

新
潟
市)

50
〜
59
歳
以
下(

33)

①
中
村
恵(

新
潟
市)

60
歳
以
上(

17)

①
石
栗
志
延(

新
発
田
市)

大
会
結
果
＊
敬
称
略

風
雨
に
負
け
ず　

ゴ
ー
ル
を
目
指
す

風
雨
に
負
け
ず　

ゴ
ー
ル
を
目
指
す

１
３
０
０
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
が

関川マラソンスタート前にランナーを
激励する谷口浩美さん

提供：有限会社いわふね新聞社
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　平成20年度の制度開始以来、大勢の皆さん

からご支援をいただいています「関川村ふる

さと応援基金（ふるさと納税）」。令和７年度

は、3,037件、8,733万7千円のご寄付をいた

だきました。

　いただいた寄付金は「関川村ふるさと応援

基金」に積み立て、村の事業に使わせていた

だいています。

　皆さまのご支援に改めて感謝申し上げま

す。これからも関川村の魅力を高められるよ

う努めてまいりますので、引き続きご支援を

よろしくお願いします。

寄付金の活用方法　
小学校の理科教材、小中学校で使用するタブレット端末、中学校の楽器、空き家リ
フォーム補助事業、結婚新生活支援事業、国指定重要文化財渡邉邸の屋根補修事業へ

の補助金などのほか返礼品の経費に充てさせていただきました。

■お申込み方法

　各種ふるさと納税サイト（さとふる、ふるさと

チョイス、ＡＮＡ、楽天、ふるなび、ＪＲＥＭＡＬＬ等）

から、または、関川村ホームページから申込書を

入手し、必要事項を記入のうえ右記へ 郵便・FAX・

電子メールのいずれかの方法で申込ください。

■問い合わせ

〒959-3292
新潟県岩船郡関川村大字下関912

関川村役場 地域政策課 地域振興班

TEL：0254−64−1478　FAX：0254−64−0079

E-mail：chi ik i-shinko@vi l l .sekikawa. lg. jp

「ふるさと関川村」を
応援いただきありがとうございました！

「ふるさと関川村」を
応援いただきありがとうございました！

ふるさと応援基金実績

寄付金の指定メニュー

①人口減少抑制政策事業

②環境保全事業

③教育振興事業

④文化・スポーツ振興事業

⑤都市との交流促進事業

⑥福祉・医療事業

⑦村長におまかせ

合　　計

参考

令和７年度取崩額

件数

715

330

208

89

28

310

1,357

3,037

−

金　額

21,244,000円

10,575,000円

4,291,000円

1,662,500円

753,000円

8,562,500円

40,249,000円

87,337,000円

55,600,000円

寄付金の内訳（令和７年度）

小中学校で使用するタブレット端末 国指定重要文化財渡邉邸の屋根補修
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村では今年10月から活用予定

「新潟県避難所アプリ」で災害に備えましょう
　新潟県避難所アプリ（以下、アプリ）は、県と県内30市町村共同で導入した
スマートフォン端末用のアプリケーションです。大雨や地震などの災害時に、
避難者の状況を素早く把握し迅速な支援につなげるために導入されました。
　村でのアプリの活用は、10月からを予定しています。
　アプリをダウンロードして“もしものときの災害”に備えましょう。

アプリの紹介

▲新潟県ホームページ

アプリに関する問い合わせ

▲不具合報告フォーム

アプリの登録はこちらから
資料：新潟県ホームページ

資料：新潟県ホームページ

新潟県避難所アプリに関する問い合わせ　 新潟県防災局防災企画課　☎025-282-1605
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関川村総務課総務班　☎ 6 4 - 1 4 7 6

家族の情報を登録して

おくと、家族が避難し

ている場所の確認がで

き、一緒に避難したと

きは、一括で受付がで

きます。
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令和８年度『関川村総合防災訓練』の予定と
令和７年度住民避難訓練の実績について

令和８年度『関川村総合防災訓練』の予定と
令和７年度住民避難訓練の実績について

　村では、災害時に迅速かつ適切に行動できる力を身につけ、命を守るとともに、集落や地域の防災力
を高めることを目的に、毎年、防災訓練を実施しています。

■令和８年度関川村総合防災訓練の予定

とき　１０月１８日（日）

内容　①水害・土砂災害を想定とする『全村一斉の住民避難訓練』

②村民会館、ふれあいど〜むなどを主会場に、各種防災イベ

ントを開催予定

重点　①非常持出袋の準備と携行避難を習慣化

　　　②避難した住民の把握と、避難しなかった住民の所在・安否の確認

③避難者向けアプリの登録（Ｐ４に詳細掲載）を推奨し、アプリを活用した指定避難所での避難者受付を推

進

■昨年度の住民避難訓練の実績

村が開設した指定避難所、各集落が開設した集落センターに避難した人数や非常用持出袋を携行した人数など

地 区 名

箇所 避 難 し て き た 地 区
避 難 者 数

（持出袋携行者数）
避 難 所 名 称

指

定

避

難

所

確認が取れた住民

確認が取れなかった住民

592人

63人
655人

報告集落数

該当者数 合　 計

下　関

霧　出

七ヶ谷

九ヶ谷

湯　沢

川　北

女　川

１

３

７

２

１

３

７

問い合わせ　総務課総務班　☎６４－１４７６

関 川 中 学 校

村民会館大ホール

土沢ふれあい自然の家

安角ふれあい自然の家

片貝ふれあい自然の家

川北ふれあい自然の家

女川ふれあい自然の家

女川地区ふるさと会館

下　関、七ヶ谷、四ヶ字

上　関

霧　出

七ヶ谷

九ヶ谷

川　北

女　川

76（31)

８（０)

37（21)

４（４)

８（３)

82（58)

52（29)

20（20)

687（168)

974（334)

８

33
括弧は参加集落数

四ヶ字(１)、霧出(４)、七ヶ谷(７)、九ヶ谷(６)、湯沢(２)、川北(４)、女川(９)
各集落センターなど

41合　　計

所在・安否を確認し、村へ報告を行った集落

所在・安否を確認した結果

昨年度のAED・救急講習（片貝ふれあい自然の家)昨年度のAED・救急講習（片貝ふれあい自然の家)

昨年度の住民避難訓練（関川中学校)昨年度の住民避難訓練（関川中学校)
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省エネ家電への入れ替えを補助します！
「 関川村省エネ家電入替助成事業 」のご案内

問い合わせ　脱炭素推進室　☎７５－５０２３

■対象機器・補助率

　 既設家電を買い替えのため、令和８年４月１日以降に実店舗から購入した新品

■対象経費　 個人住宅における補助対象機器の購入および設置に要した費用
（本体費用、工事等の設置に要する費用、設置に必要な部品等の費用）

　※「関川村暮らし応援商品券」を利用して購入した機器は、補助対象外。

■事前登録・申請受付期間

令和８年７月１日(水) ～ 令和９年２月26日(金)　 《 先着順 》
※ 申請額が予算の上限に達した場合は、上記期間中でも受付を終了します。

■申請の流れ

対象機器

補 助 率 補助対象経費の２分の１（千円未満切り捨て）

要 　 件

限 度 額 ５万円 ２万円

備 　 考 申請は１台のみ 同時に複数台申請可能

①エアコン ②ＬＥＤ照明器具

•既設のエアコンを入れ替え

•省エネ基準達成率
　　　　 100％以上

(目標年度2027年度)

•既設の照明（既にＬＥＤ灯具の場合は除く）を
　器具ごと入れ替え

•省エネ基準達成率100％以上

(目標年度2020年度)

※電池式等の持ち運ぶことができるもの、

　電球・ランプ単体は対象外。

※ 申請回数は、１世帯につき ① と ② それぞれ１回限りとします。

事前登録
（見積書）

機器の

購入・設置

交付申請兼実績報告
（領収書、保証書、写真、　

　　家電リサイクル券など）

補助金

支　給

※ ４月１日～６月30日に機器の設置が完了している場合は、「交付申請兼実績報告」と一緒に

　事前登録を行ってください。

補助金の詳細については、ホームページをご覧ください。

統一省エネラベル
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令和８年度 むらおこし事業補助金の採択事業が決まりました！令和８年度 むらおこし事業補助金の採択事業が決まりました！

　村では、地域の活性化や地域課題の解決のために主体的に活動する団体を支援するため「むら
おこし事業補助金」を実施しています。
　令和８年度は７件の申請があり、６事業を採択しました。

団体名 事 業 名 補助金額事 業 概 要

チーム山本 チーム山本集落活性化 90,000円
毎月開催している山本カフェ（集落交
流会）の充実化を図る。

荒川峡芍薬園
を愛する会

荒川峡芍薬園環境整備
事業

100,000円
雑木をチップにする粉砕機を使い、芍
薬園の雑草対策を行う。

谷人倶楽部 ツリーハウス周辺景観
整備事業

100,000円
地域住民、交流関係者と協力して、ツ
リーハウス周辺の整備を行い、さらな
る活性化を図る。

米沢街道地域
づくり検討会

花木公園構想実現事業 96,000円
整備の活動拠点である管理小屋（お野
立公園西側）の修理を行う。

金俣開発部 金俣交流事業 50,000円
子どもから大人まで楽しめる体験ツア
ー（稲刈り・砂金採り）を通じて、集
落の活性化を図る。

ジビエ研究会 有害鳥獣のジビエ展開
事業

100,000円
有害鳥獣を加工し販売することにより、
資源として活かすことを目指すための
勉強会を開催する。

■採択事業件数　６件
■補助金総額　536千円（１団体10万円以内）

今後、補助金の活用を検討される際は、お気軽にご相談ください。

問い合わせ　地域政策課地域振興班　☎６４－１４７８
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　６月８日、村上信用金庫から村

へ30万円を寄付していただきまし

た。

　これは「村上祭の屋台行事」が

ユネスコ無形文化遺産に登録され

たことを受け、記念定期預金募集

総額の０.１%を村と村上市、粟島浦

村に寄付していただけるものです。

　巡回歯科診療車による歯科健診が村民会館駐車場内で、５月26、27、

28日に実施されました。

　この診療車は、被災地での歯科診

療が行えるように県歯科医師会が導

入したものです。

　過疎地域での活用も目的とされて

おり、村での健診が導入後、初めて

の使用となりました。

　３日間で12名が受診し、受診者か

らは「丁寧に診てもらえてよかった」

との感想が寄せられました。

村上信用金庫から寄付金村上信用金庫から寄付金

　村では、対象者が無料で歯科健

診を受けられる「成人歯科健診」

「後期高齢者歯科健診」を実施し

ています。

　対象の方には案内を送付してい

ますので、無料健診をぜひご利用

ください。

巡回歯科診療車巡回歯科診療車

診療車内診療車内

　総務省地域活性化起業人として、去年の４月に関川村の

地に足を踏み入れてもう、１年と２カ月が過ぎました。

　ありがたいことに、今まで日本であまり例がない先進的

かつ、奇跡を起こすことができました。

　ことは、遡る１年前、いえ、今年の４月です。

　関川村初めての、海外旅行社を招致して視察＆魅力を体

感してもらうツアーを行いました。

　皆さま、今まで聞いたこともない商品を突然目の前に差

し出されて、購入をしたことありますか？

　マーケティングの世界では、人間は初めて見る商品をそ

の場ですぐ購入する確率は極めて低く、一般的に「０.０１％〜１％未満」と言われています。

　警戒心が働き、情報を集めて検討するプロセスを挟むためです。

旅行会社の場合、お客様は旅行会社の先にあるので、旅行会社の担当者が魅力をお客様に伝えて予約に結

びつけるという過程が更に１つ入ります。

　要は、１回も誰も聞いたことのない村へ視察に来て、すぐにお客様を送客するというのは、100％不可

能に近い確率です。

　それが、今回初めての旅行会社視察ツアーにて、台湾から１団体（５月に関川村滞在済）、２０２７年フ

ランス旅行会社が１本団体企画するという日本で類を見ない偉業を成し遂げました。

　これは、もちろん私のマーケティングと仕掛けの結果も多少ながらありますが、関川村の魅力がとても

威力があって、参加者へとてつもない大きなインパクトを与えた結果となりました。

　私の夢は、関川村のミニ国際都市化です。いたるところで、子供たちの先進的グローバル教育に併せて、

様々な国際色が強いお店や飲食店など増えていければと長い目で支援していきたく思っております。

　この事業の他に、子供たちのグローバルマインド教育にも興味あります。

　もし、ご興味ある親御様いらっしゃいましたら、一度気軽にコーヒーでも行きませんか。

　よろしくお願いいたします。

村を支える人びと　№6（地域活性化起業人）村を支える人びと　№6（地域活性化起業人）

インバウンド対策をテーマに活動している井手さんを紹介します。

台湾で出会った
デカ盛り朝食！

い で もとゆき

井手基之（上関・㈱九州ごころから派遣）

県内初！巡回歯科診療車で歯科健診を実施巡回歯科診療車で歯科健診を実施
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学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からの紹介

　６月４日に、１年生が鷹ノ巣校外学習を実施

しました。この活動は、学年の親睦を深めると

ともに、関川村の豊かな自然や地域の魅力に触

れることを目的としています。当日は、班ごと

に野外炊飯に取り組みました。カレーライスづ

くりでは、火加減に苦労する場面もありました

が、どの班も試行錯誤しながら無事に完成させ

ることができました。青空の下、自然に囲まれ

た環境の中で味わうカレーライスは格別で、生

徒たちは笑顔で食事を楽しんでいました。仲間

と協力す

る大切さ

や、関川

村の自然

の素晴ら

しさを改

めて実感

する一日

となりま

した。

【関川村の魅力を再発見しました】【関川村の魅力を再発見しました】

【体育祭に向けて一致団結】【体育祭に向けて一致団結】

　６月11日に、体育祭の結団式が行われました。

生徒会役員が趣向を凝らした企画のもとで色決

めを行い、今年度は青軍と紫軍の２チームに分

かれて競い合うことが決まりました。結団式で

は、各軍の団結を深めようとする意気込みが感

じられ、生徒たちは９月19日の体育祭本番に向

けて期待を膨らませていました。これから夏休

み期間も活用しながら準備を進めていきます。

生徒一人一人が主体となって創り上げる体育祭

となるよう取り組んでまいりますので、当日の

生徒たちの活躍をぜひご期待ください。

第36回えちごせきかわ大したもん蛇まつり
8/28－30に開催

8/28（金）安全祈願祭
　　17時30分　蛇喰おりのの碑

8/29（土）花火大会
　　19時15分　高瀬温泉周辺

8/30（日）

大蛇パレード
　　9時00分〜11時00分頃

　高瀬温泉 ⇒ ケアハウス前 ⇒ 上関本村 

　  ⇒ 「道の駅」関川 ⇒ 役場

小大蛇パレード
　　10時15分〜10時30分

　「道の駅」関川 ⇒ 役場

　５月30日、金俣集落で手植えや機械植えなどが体

験できる田植えツアーが行われました。これは、県の

事業「ビレッジプラン2030」で、金俣開発部が主体

となり県やＪＡ、村との協力で開催されています。

　秋には、稲刈りやサツマイモを収穫する稲刈りツ

アーを予定しています。

田植えツアー田植えツアー金俣集落で金俣集落で

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆
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国民健康保険・後期高齢者医療保険からのお知らせ

̶ 資格情報のお知らせまたは資格確認書の更新 ̶

問い合わせ　健康福祉課福祉保険班　☎ 64−1472

資格情報のお知らせまたは資格確認書は、世帯分をまとめて世帯主あてに郵送します。

　※4　令和７年度に送付した「有効期限のない資格情報のお知らせ」を引き続きご使用ください。

　限度額適用認定証の更新（マイナ保険証を持っていない方のみ）
限度額適用認定証の有効期限は、令和８年７月31日です。マイナ保険証を持っていない方で、８月以降も

限度額適用認定証が必要な方は、更新の手続きが必要になります。忘れずに申請してください。

１　国 民 健 康 保 険

　令和８年８月以降、国の方針に基づき、マイナ保険証（※１）の登録状況や利用状況、交付時点の年齢によ

って、資格確認書（※2）または、資格情報のお知らせ（※３）のいずれか一方を交付します。

　詳しくは、下記の各保険説明をご覧ください。

　※1　マイナ保険証は、健康保険証として使えるように登録したマイナンバーカードです。
　※2　資格確認書は、従来の健康保険証と同じように利用できます。
　※3　医療機関では、資格情報のお知らせのみで受診することはできません。マイナ保険証での受診となり

ます。資格情報のお知らせは、医療機関でマイナ保険証が読み取れない時などに必要となります。

資格情報のお知らせ（A４白黒）

８月１日から有効

送付物なし（※４）７０歳未満

年齢区分 マイナ保険証あり マイナ保険証なし

７０歳以上

〜

７５歳未満

７５歳以上

〜

８４歳以下

資格情報のお知らせまたは資格確認書は、被保険者ごとに郵送します。

　※5　「１年で６回以上利用」「概ね直近３か月以内に利用したことがある」の両方を満たしている。

　医療費の自己負担割合について
医療費の自己負担割合は、同一世帯で後期高齢者医療制度（被保険者）の所得に応じ、毎年判定しています。

新しい資格確認書に記載されている自己負担割合（１割 または２割 もしくは３割 ）は、8月1日から適用とな

る医療費の自己負担割合です。

２　後期高齢者医療保険

資格確認書（空色）

８月１日から有効

有

有

はい

いいえ

無

８５歳以上

資格情報のお知らせ（A４白黒）

８月１日から有効

資格確認書（ベージュ色）

８月１日から有効

年齢区分 送 付 書 類マイナ保険証
の有無

マイナ保険証を一定回数
以上利用している（※５）
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脳
卒
中
の
話
の
最
後
は
、
昨
年

こ
の
コ
ラ
ム
で
お
話
し
し
た
、
脳

梗
塞
の
う
ち

心
臓
内
の
血
栓
が
脳

の
血
管
に
流
れ
着
い
て
詰
ま
る
場

合
︵
心
原
性
脳
塞
栓
症
と
い
い
ま

す
︶
に
つ
い
て
と
、
脳
出
血
そ
し

て
く
も
膜
下
出
血
に
つ
い
て
で
す
。

　

心
原
性
脳
塞
栓
症
は
、
重
症
化

し
や
す
く
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が

あ
る
脳
梗
塞
で
す
。
そ
の
原
因
で

重
要
な
の
が
、
心
房
細
動
と
い
う
、

脈
が
で
た
ら
め
に
打
つ
不
整
脈
で

す
。
心
臓
の
血
液
が
よ
ど
む
た
め

に
血
栓
が
で
き
、
そ
れ
が
脳
の
血

管
を
詰
ま
ら
せ
ま
す
。
脳
の
太
い

動
脈
を
詰
ま
ら
せ
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
重
症
化
し
や
す
い
の
で
す
。

予
防
薬
と
し
て
以
前
は
ワ
ル
フ
ァ

リ
ン
と
言
っ
て
、
血
液
検
査
で
薬

の
量
を
調
節
す
る
、
納
豆
が
食
べ

ら
れ
な
い
薬
と
し
て
有
名
な
抗
凝

固
薬
を
使
用
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
は
直
接
経
口
抗
凝
固
薬
と
い
う

そ
れ
ら
が
不
要
な
薬
を
内
服
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
急
性
期
治
療
と
し
て

は
、
血
栓
溶
解
療
法
そ
し
て
血
栓

回
収
療
法
と
い
う
治
療
法
に
よ
り

劇
的
に
症
状
を
改
善
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
血
栓
溶
解

療
法
は
、
点
滴
で
す
。
血
栓
回
収

療
法
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
管

を
血
管
の
中
に
挿
入
し
、
そ
の
中

を
さ
ら
に
管
を
通
し
、
血
栓
を
吸

引
し
た
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
よ
う

な
金
具
で
血
栓
を
回
収
す
る
方
法

で
す
。
高
度
な
技
術
が
必
要
で
す

が
、
当
地
域
で
は
県
立
新
発
田
病

院
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

脳
出
血
に
つ
い
て
で
す
。
圧
倒

的
に
高
血
圧
と
の
関
連
が
深
い
病

態
で
す
。
生
活
習
慣
な
ど
の
乱
れ

か
ら
、
血
管
が
も
ろ
く
な
り
、
さ

ら
に
血
圧
が
著
し
く
高
く
な
っ
て

血
管
が
破
れ
る
病
態
で
す
。
予
防

は
高
血
圧
治
療
が
主
で
す
が
、
治

療
の
基
本
も
降
圧
と
な
り
ま
す
。

　

脳
出
血
に
し
て
も
脳
梗
塞
に
し

て
も
、
急
性
期
は
脳
が
む
く
み
ま

す
。
命
に
か
か
わ
る
場
合
は
、
頭

蓋
骨
を
開
け
て
脳
圧
を
下
げ
る
手

術
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
脳

出
血
で
は
、
そ
の
際
血
腫
︵
血
の

塊
で
す
︶
を
取
り
除
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

く
も
膜
下
出
血
は
脳
動
脈
瘤
と

い
う
動
脈
の
こ
ぶ
が
破
れ
て
脳
の

外
に
あ
る
く
も
膜
下
腔
に
出
血
す

る
病
態
で
す
。
治
療
は
、
頭
蓋
骨

を
開
け
て
こ
ぶ
の
根
元
に
ク
リ
ッ

プ
を
か
け
る
方
法
と
、
血
管
の
中

を
通
し
た
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
コ
イ

ル
を
こ
ぶ
の
中
に
詰
め
て
し
ま
う

方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
治
療
に
よ
っ
て
も
、

大
な
り
小
な
り
後
遺
症
が
残
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
後
遺
症
を
で

き
る
限
り
軽
減
す
る
た
め
に
リ
ハ

ビ
リ
が
行
わ
れ
ま
す
。
急
性
期
治

療
が
終
わ
っ
た
ら
、
速
や
か
に
回

復
期
病
院
に
転
院
し
リ
ハ
ビ
リ
を

行
う
こ
と
が
有
効
で
す
。
転
院
を

た
め
ら
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、

早
く
リ
ハ
ビ
リ
専
門
病
院
に
転
院

し
、
十
分
な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
こ

と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。
当
地
域
で

は
、
診
療
の
流
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
各
病
院
間
の

情
報
共
有
に

阿
賀
北
脳
卒
中
地

域
連
携
パ
ス

と
い
う
も
の
が
利

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
で
最

も
整
っ
た
パ
ス
の
一
つ
で
す
。
さ

ら
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
非
常
に

高
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

る

と
き
ネ
ッ
ト

が
利
用
さ
れ
、

必
要
な
情
報
を
多
職
種
で
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
共
有
で
き
ま
す
。

　

脳
卒
中
の
治
療
は
当
地
域
で
は

と
て
も
充
実
し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

　
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

249

脳
卒
中
の
話
　
そ
の
四

坂
町
病
院
　
院
長
　

牧
　
野
　
邦
比
古

「にいがたヘルス＆スポーツマイレージ事業」と連携しています
にゃん吉せきかわ健康ポイントは、

村内協力店　この他、県内の地域協力店で利用できます
東桂苑　　株式会社ＳＨＫ　　大石オートキャンプ村

　村で取り組んでいるにゃん吉せきかわ健康ポイントは、県「にいがたヘルス＆スポーツマイレージ事業」と

連携しています。

　県事業のアプリで貯まったポイントは、村健康ポイントに交換することができます。

村の対象事業（※）に参加すると、村健康ポイント１ポイントと「にいがたヘルス＆スポ
ーツマイレージ」１００ポイントが両方もらえます。
※村の対象事業は、村ホームページからご確認ください。

１１

県事業のアプリで貯まった１００ポイントを村健康ポイントの１ポイントに交換できま
す。（上限３,０００ポイント）
ポイントの交換は、健康福祉課でできます。交換には、ポイントが貯まったアプリがイ
ンストールされたスマートフォンと村健康ポイントカードをお持ちください。

２２

県事業のアプリ機能を活用し、村内で歩数競走イベントを実施します。３３
アプリで獲得したポイントは村の健康ポイントに交換できる他、村内協力店に提示することで特別なサービスや
割引きを受けることができます。

県アプリのダウンロード

村ホームページ

問い合わせ　健康福祉課健康推進班　☎６４－１４７２



12広報せきかわ　2026・７月号

生 涯 学 習
情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは教育課へ

　ＴＥＬ６４−１４９１

　

放
課
後
こ
ど
も
教
室
は
、
４
月

か
ら
、
２
〜
６
年
生
の
41
人
で
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
６
月
か
ら
は
、

新
た
に
１
年
生
が
加
わ
り
、
総
勢

60
人
に
な
り
、
６
月
２
日
、
川
北

ふ
れ
あ
い
自
然
の
家
で
１
年
生
の

歓
迎
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
上
級
生
代
表
の
５
年

生
が
﹁
今
日
か
ら
せ
き
と
も
の
仲

間
で
す
。
せ
き
と
も
に
は
、
３
つ

の
約
束
が
あ
り
ま
す
。﹃
①
挨
拶
は

元
気
よ
く
、
話
は
最
後
ま
で
聞
く

②
片
付
け
は
最
後
ま
で
行
う
③
物

事
は
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考

え
る
﹄
で
す
。
約
束
を
守
っ
て
、
み

ん
な
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
！
﹂

と
明
る
く
話
し
、
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
後
、
体
育
館
へ
。
景
品

を
か
け
、
班
対
抗
で
﹁
的
当
て
ゲ

ー
ム
﹂
を
行
い
ま
し
た
。
２
つ
の

班
が
同
得
点
と
な
り
、
班
長
同
士

の
決
戦
で
１
位
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
裏
山
で
ブ
ラ
ン
コ

遊
び
や
水
路
の
生
き
物
探
し
、
教

室
で
宿
題
に
取
り
組
む
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
自
由
に
過
ご
し
ま
し
た
。

放
課
後
こ
ど
も
教
室

（
せ
き
と
も
ク
ラ
ブ
）

放
課
後
こ
ど
も
教
室

（
せ
き
と
も
ク
ラ
ブ
）

〜
総
勢
60
人
で
活
動
を
開
始
〜

大会結果 ＊敬称略

水路でとれた生き物を観察

狙いを決めて、そ〜〜れ！

スミセイVitalityカップJVA 第46回 全日本バレー
ボール小学生大会 下越地区大会
■期日　６月７日

■会場　サンビレッジしばた・加治川地区体育館

■成績　３位

　　　　関川ジュニアバレーボールクラブ
(県大会出場・Ｐ16に写真を掲載)

第78回 中部日本卓球選手権大会新潟県予選会
■期日　５月24日

■会場　三条市栄体育館

■成績　ベスト16　石谷　奏介（小和田）

ベスト32　近　奏（下関）

第33回 YONEX杯北信越小学生ソフトテニス
選手権大会
■期日　６月７日

■会場　上越総合運動公園テニスコート

■成績　３位（女子の部ダブルス個人戦）

　　　　吉光　柑菜（下関）・伊藤　環（久保）ペア

近　奏 さん、  石谷　奏介 さん



13 広報せきかわ　2026・７月号

毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

村民会館図書室

二
日
目
　
十
一
月
二
十
日
水
原
泊
？

　

実
は
道
中
記
の
記
述
は
、
初
日

十
九
日
の
中
条
泊
の
次
が
二
十
一

日
の
記
録
に
な
っ
て
い
て
、
二
十

日
の
日
付
の
記
録
は
な
い
の
で
す
。

　

し
か
し
、
中
条
の
翌
日
の
一
行

目
に
﹁
拙
者
、
別
の
用
事
あ
り
て

水
原
へ
回
り
﹂
と
書
い
て
あ
っ
て
、

二
十
日
は
水
原
へ
行
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
水
原

泊
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
別
の
用
事
と
は
何
で
し

ょ
う
。
私
は
、
為
替
を
買
う
た
め

だ
っ
た
の
で
は
、
と
想
像
し
て
い

ま
す
。
七
十
七
日
間
と
も
な
れ
ば

旅
費
は
大
金
。
当
座
の
旅
費
以
外

は
為
替
手
形
に
し
て
、
行
く
先
々

で
換
金
し
た
方
が
安
全
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
為
替
シ
ス
テ
ム

が
発
達
し
ま
す
。
水
原
は
幕
府
代

官
所
が
あ
る
中
心
地
で
、
為
替
を

扱
う
両
替
商
も
あ
り
ま
し
た
。
孫

三
郎
は
商
売
の
関
係
で
つ
な
が
り

を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
拙
者
と
言
う
と
侍
言
葉

の
よ
う
で
す
が
、
農
民
も
使
っ
て

い
て
平
田
家
文
書
に
も
よ
く
出
て

き
ま
す
。

三
日
目
　
十
一
月
二
十
一
日
山
内
泊

　

十
九
日
中
条
泊
の
次
の
行
程
は
、

﹁
●
加
治
へ
三
里
、
こ
の
所
、
橋
あ

り
、
橋
賃
八
文　

●
五
十
公
野
へ

一
里　

●
米
倉
へ
一
里　

●
山
内

へ
一
里　

岩
舟
屋
与
右
衛
門　

飯

代
二
百
八
十
文
﹂
と
な
っ
て
い
ま

す
。
山
内
泊
の
日
付
が
二
十
一
日

な
の
で
、
こ
れ
は
二
日
分
の
行
程

で
す
。

　

道
中
記
は
次
に
旅
す
る
人
の
た

め
の
記
録
で
も
あ
っ
た
の
で
、
本

来
の
行
程
か
ら
外
れ
る
水
原
の
こ

と
は
省
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

実
際
は
、
五
十
公
野
と
水
原
を
往

復
し
た
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
記
事
に
戻
り
ま
す
。
加

治
川
に
は
橋
が
あ
っ
て
、
橋
賃
を

払
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
橋
は
有

料
の
所
が
あ
り
ま
し
た
。
大
水
で

流
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
建
造
費

や
維
持
費
が
必
要
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
八
文
は
後
で
出
て
く
る
他

所
の
橋
賃
よ
り
は
安
い
方
で
す
。

　

加
治
川
の
橋
を
渡
っ
た
後
、
新

発
田
城
下
を
避
け
て
五
十
公
野
へ

行
く
道
を
と
り
ま
し
た
。
関
川
村

を
通
る
米
沢
街
道
の
起
点
は
、
黒

川
や
中
条
と
す
る
ほ
か
新
発
田
と

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
方
の

街
道
は
名
称
も
起
点
も
明
確
に
は

定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

孫
三
郎
一
行
は
、
米
沢
街
道
か

ら
五
十
公
野
へ
抜
け
、
そ
こ
か
ら

会
津
街
道
に
入
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
米
倉
を
通
り
、
山
内
の
岩

舟
屋
に
宿
を
と
り
ま
し
た
。
宿
賃

は
夕
と
朝
の
二
食
付
。
昼
食
の
記

録
は
あ
り
ま
せ
ん
。
途
中
で
団
子

で
も
食
べ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

山
内
は
新
発
田
藩
と
会
津
藩
の

境
界
の
宿
場
で
、
番
所
が
あ
り
ま

す
。
〜
そ
こ
を
通
る
の
は
次
回
〜

︿
原
文
と
旅
程
等
は
歴
史
館
に

展
示
、又
は
、下
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
﹀

で

ま
ん
え
ん
　
　
　
　
　
い
　
せ
　

こ
ん

ぴ

ら

〜
万
延
元
年﹁
伊
勢

−

金
比
羅
参
り
道
中
記
﹂を
読
む
②
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


中
条
か
ら
会
津
街
道
山
内
宿
へ

７月のおはなしの会は、GOGO食堂の実施が
無いため、 お休み となります。
次回は８月22日㈯ にGOGO食堂内で実施
予定です。ぜひ来てくださいね！

絵本の読み聞かせ

おはなしの会
絵本の読み聞かせ

おはなしの会

５日（日）、18日（土）
虹色と、汽車のメロディーが目印です♪

田んぼの稲もだいぶ成長して、青く風になびいている様子が綺麗ですね。気温も

上がるこの季節、静かな図書室でゆっくりと読書はいかがですか。

『豆は煮えたか』　　　　朝井 まかて　著

　ささげやの女将お玉は、名物の豆餅を売る水茶屋を

営んでいる。亡き夫から引き継いだ豆餅は、味が下が

ったと不評で、お店は閑古鳥が鳴く毎日。だが、お玉

には裏の稼業がある。掌を合わせると少し先の未来が

見えて…。

『青天』　　　　　　　　 若林 正恭　著

　「アリ」こと中村昴が所属するアメフト部は、万年

２回戦どまり。高３の引退大会でも敗れ、みなが受験

に向かう中、勉強にも気持ちが入らず宙ぶらりんの

日々を過ごすアリは、再びアメフトと向き合う決意を

固める。

NEW

おすすめ
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◆
夏
プ
ロ
幹
部
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
﹁
新
潟
県
関
川
村
大
し
た
も
ん
蛇
ま

つ
り
活
性
化
活
動
﹂
で
幹
部
︵
リ
ー

ダ
ー
︶
を
務
め
る
４
人
の
学
生
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

◆
質
問
内
容

①
幹
部
を
務
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
②
意
気
込
み

◎
大
西 

佑
飛
︵
お
お
に
し 

ゆ
う
ひ
︶

　
近
畿
大
学
３
年 

三
重
県
出
身

①
地
域
の
多
く
の
人
と
の
交
流
を
通

し
て
祭
り
の
楽
し
さ
に
魅
了
さ
れ

ま
し
た
！
そ
ん
な
祭
り
を
も
っ
と

盛
り
上
げ
た
い
、
も
っ
と
密
接
に

関
わ
っ
て
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

②
誰
よ
り
も
祭
り
を
楽
し
み
な
が
ら

多
く
の
人
を
巻
き
込
ん
で
、
過
去

一
盛
り
上
が
っ
た
な
！
楽
し
か
っ

た
な
！
と
言
っ
て
貰
え
る
よ
う
な

活
動
を
作
り
上
げ
ま
す
！

◎
阪
本 

大
智
︵
さ
か
も
と 

だ
い
ち
︶

　
立
命
館
大
学
３
年
　
滋
賀
県
出
身

①
も
っ
と
村
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
何

か
行
動
を
起
こ
し
た
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

②
全
力
投
球
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
な
の

で
、
一
点
集
中
で
取
り
組
み
ま
す
！

◎
早
田 

有
惟
花
︵
そ
う
だ 

ゆ
い
か
︶

　
立
命
館
大
学
３
年
　
兵
庫
県
出
身

①
た
だ
い
ま
、
お
か
え
り
と
言
っ
て

い
た
だ
け
る
関
係
性
が
大
好
き
で
、

そ
の
関
係
性
を
維
持
し
て
い
き
た

い
で
す
。

②
お
祭
り
の
成
功
、
こ
れ
を
第
一
に

掲
げ
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
！

そ
の
中
で
た
く
さ
ん
の
人
が
関
川

に
関
わ
る
関
係
人
口
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す


◎
大
越 

千
慧
︵
お
お
こ
し 

ち
さ
と
︶

　
東
洋
大
学
３
年
　
埼
玉
県
出
身

①
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
み

な
さ
ん
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、
で

き
る
こ
と
を
や
り
遂
げ
、
こ
れ
か

ら
も
一
緒
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で

す
。

②
一
人
ひ
と
り
が
今
後
の
関
川
村
と

の
自
分
な
り
の
関
わ
り
方
を
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
力

を
お
借
り
し
な
が
ら
頑
張
り
た
い

で
す
！

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

誰かに話してみませんか？
悩みを抱えたとき、つらい気持ちになったとき、

あなたを支える相談窓口

●その他の相談機関は、

新潟県ホームページ

「各種相談窓口」で検索

●厚生労働省相談窓口

「まもろうよ　こころ」では、

ＳＮＳやチャットで相談ができます

 生活全般の悩み 関川村社会福祉協議会 0254-64-0111 平日（祝日除く）9:00～16:00

  新潟県パーソナルサポートセンター 025-250-5160 平日（祝日除く）9:00～17:00

 こ こ ろ の 悩 み 関川村　健康福祉課　健康推進班 0254-64-1472 平日（祝日除く）8:30～17:15

  村上地域振興局　健康福祉部（村上保健所） 0254-53-8369 平日（祝日除く）8:30～17:15

  新潟県下越地域いのちとこころの支援センター 0254-28-8880 平日（祝日除く）8:30～17:15

  新潟県こころの相談ダイヤル 0570-483-025 毎日24時間

 学 校 の 悩 み 関川村　教育課　学校教育班 0254-64-1491 平日（祝日除く）8:30～17:15

  新潟県いじめ・不登校等相談電話 025-258-1212 毎日24時間

相談内容 相談機関・窓口 電話番号 受付時間
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●５月16日〜６月15日までの届出●

ごめい福をお祈りいたします

大島　キク　さん　　89歳　　上野新

渡邉　　庸　さん　　73歳　　勝　蔵

稲家百合子　さん　　92歳　　上土沢

伊藤　　了　さん　　89歳　　下　関

須貝　庄平　さん　　78歳　　高　田

小島　昭治　さん　　96歳　　下　関

広報に載せてほしくない方は届出の際、

窓口にお申し出ください。

関川マラソンの開催が５０回目を迎えま

した。去年も雨で、今年も…。ランナーさ

んは雨もよそに走り抜けていました。来年

は晴れますように。

６月はずっと室内にいたからか？比較的

涼しく、快適に過ごせました。梅雨明け後

には、ドッと暑くなる日が続くかと思いま

す。水分補給を忘れず、涼しい場所で涼み、

対策グッズを活用して、熱中症にならない

よう、みなさん気を付けましょう。（さ）

編集室から

（　　　　　　　　）
転入　８人　　転出　６人

出生　０人　　死亡　５人

世 帯 数　　1,781世帯（＋２）

総 人 口　　4,467 人（−３）

　 男 　　　2,137 人（−１）

　 女 　　　2,330 人（−２）

令和８年５月末現在　（　）は前月対比

人 の 動 き

▶
こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す

 

 

プランのご案内 
当館では、ゆったりと温泉にご入浴できる部屋貸

しのお得なプランをご用意しております。 

お食事についてはご予約時にご相談を承ります。 

ご宿泊(素泊まり／朝食付き)も承っております。 
 

寿荘 

越後雲母温泉 

高 台 の 宿 
〒959-3264 関川村大字上関669 

TEL：0254-64-1130 FAX：0254-64-1193 

ランナーを応援する中学生の応援の列

ゴール後、ランナーに栄養ドリンクを手渡すスポ少団員と中学生
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広
報
せ
き
か
わ

N
o. 7

8
3
／

７
月

号

令
和

８
年

７
月

１
日

発
行

発
行
／
関
　
川
　
村

編
集
／
総
　
務
　
課

　

ち
ょ
っ
ぴ
り
お
す
ま
し
で
弟
思
い
の
お
姉
ち
ゃ
ん
と
、
爆
食
で
好
奇

心
い
っ
ぱ
い
の
弟
。
ケ
ン
カ
も
い
っ
ぱ
い
す
る
け
れ
ど
、
ふ
た
り
の
笑

顔
と
笑
い
声
が
た
え
な
い
、
に
ぎ
や
か
な
毎
日
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。
我
が
家
が
誇
る
、
国
宝
級

の
ア
イ
ド
ル
達
で
す
！

加藤　與幸 さん 　静 さん（下関）

　あおい

　こう
葵 ちゃん（６歳）

光　くん（２歳）

　

Ｐ
12
で
紹
介
し
た
第
46
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学

生
大
会
下
越
地
区
大
会
で
、
県
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た

チ
ー
ム
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

関
川
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

関川小学校運動会関川小学校運動会


